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第３回デザインに関する意識調査
デザインの重要課題は、デザインによるブランドイメージ構築

日本唯一の総合的デザインプロモーション機関である財団法人日本産業デザイン振興会（東京都港区、会長 
岡村正）は、インターネット・アンケート・サービス「gooリサーチ」を運営するNTTレゾナント株式会社
の協力を得て、現代社会における生活者のデザインに関する意識を様々な角度から把握するために共同調査
を行っています。前回（2008年5月28日）発表の「企業のデザイン力 ランキング調査」（http://
www.jidpo.or.jp/activity/research/0805/index.html）の結果をもとに、第3回ではその上位17社を事例
とし、生活者がどのような視点・要素で企業の「デザイン力」を認識しているかを調査、以下のような結果を
得ました。（2008年7月実査、回答者数は1,222名）

■調査結果のポイント
1. 「ブランドイメージ」に貢献するデザインを行っている企業は、デザイン力に優れていると評価される。
2. 「ブランドイメージ」に必要なのは「独創性」と「一貫したデザインポリシー」の両者、および「企業
を代表するデザイン」。

3. このことから、現在の企業におけるデザインの重要課題は「独創性と明確なデザインポリシーの開拓」
と、それを象徴する「フラッグシップモデルの開発」であり、それによりブランドイメージを構築し、
企業のデザイン力を高めていくことにある。

今回の調査は第2回に実施した「企業のデザイン力 ランキング調査」で、純粋想起・助成想起の２種の調査
方法で共に上位となった［表１］記載の17社を代表サンプルとし、12項目の設問で実施した。全問とも回答
は「非常にそう思う～まったくそう思わない」の10段階の中から一つ選択する形式とした。集計に当たっ
ては、評価の高い10段階を10ポイント、９段階を9ポイント、以下同様にポイント集計を行い、合計ポイ
ント順にまとめたのが［表１］である。

表1：企業別ポイント集計



この結果、9項目においてアップルが最高ポイントを得て総合で1位となり、前回の調査結果を裏付けるもの
となった。ナイキは残り3項目（「代表するデザイン」「信頼できるデザイン」「購入時デザインが決め
手」）で最高ポイントに、6項目で２位になるなど、アップルに次ぐ総合2位となった。コカ・コーラは、
「コミュニケーションのデザイン」「一貫したデザインポリシー」「代表するデザイン」の３項目で２位と
なったほか、「デザインで業界をリード」「ブランドイメージにデザインが貢献」では3位となり、総合3位
となった。
他の特徴としては、ナイキの次に「信頼できるデザイン」ではトヨタとアディダスが、「購入時デザインが
決め手となる」ではアディダスと無印良品が高い評価を得ていることがわかる。また前回の調査でアップル
と並び３位以下を大きく引き離したのがソニーであったが、今回の調査では高い結果であるが突出した数値
にはならなかった。
以上のように「デザイン力」と一言でいっても、前回上位となった企業の中でも平均的に高い評価を得た企
業もあれば、ある分野に特化し高い評価を得ている企業があること、またどの要素がウィークポイントに
なっているのか、さらに企業間同士の類する傾向などを知ることができる。今回の調査ではそれを掘り下げ
て検証をしていく。

■ブランドイメージにデザインが貢献している企業、代表するデザインがある企業は、全体評価が高い

［表１］の各企業ごとのポイントをそのままレーダーチャート化するとともに、多次元尺度法によりグラフ
化し、クラスター分析によりグルーピングしたのが［図1］である。傾向が類似する企業があればグループ
化を図り、かつ企業（グループ）同士の位置関係を２軸にマッピングしたものである。この結果6つのグ
ループが形成され、以下のような特徴が浮き彫りとなった。

＊「ブランドイメージにデザインが貢献」「代表するデザイン」は企業によって大きな差が見られる。また
この２つの要素でポイントが高い企業は、他のポイントも高くなる傾向がある。このことからブランド構築
にはデザインがかなり重要であり、また企業の「顔」となるような牽引力をもったデザインを保有すること
で、その企業の相対的なデザイン力を大きく訴求することが可能となり、その結果、意欲・独創性など他の
要素（認識）にも影響を及ぼし、ある意味、企業価値そのものの創出につながっていると思われる。
＊「信頼できるデザイン」「近年デザイン力が向上」「コミュニケーションのデザイン」に関しては、他の
要素と比べ大きな企業差は見られない。これは今回サンプルとした企業は、前回調査の上位に位置する企業
だけであり、総合力なデザイン力がもともと高いと認識されていることが影響していると思われる。
＊どの項目においてもポイントの上下幅があまりないのは、「無印良品／本田技研工業／トヨタ自動車／日
産自動車／ユニクロ」のグループであり、バランスがとれているとも言える。

レーダーチャートの凡例



図1：ポイントによる多次元尺度法グルーピング

図2：偏差値による多次元尺度法グルーピング



■「ブランドイメージ」を牽引しているのは「独創性」と「デザインポリシー」、および「代表するデザイン」

次は各企業ごとに、12項目の設問のポイントの中で自社の優位な点を浮上させるため設問ごとの「偏差
値」を算出し、それをレーダーチャート化した。同時に、偏差値にもとづき多次元尺度法を用いてグラフ化
し、クラスター分析によりグルーピングしたのが［図2］である。この結果、6つのグループが形成され、図
のような相関関係となり、このことから以下のような傾向があることがわかった。
＊「購入時デザインが決め手」と「ブランドイメージにデザインが貢献」において高いスコアのグループ
は、「ナイキ／アディダス／ディズニー」「無印良品／ユニクロ」の2グループあるが、前者は「代表するデ
ザイン」が、後者は「一貫したポリシー」が特に高いスコアであることが相違点であり、グループ内各社の
イメージ形成の特徴点であることがうかがえる。
＊「ナイキ／アディダス／ディズニー」グループは「ブランドイメージにデザインが貢献」が非常に高いス
コアのグループである。これを牽引しているのは「独創的なデザイン」と「一貫したデザインポリシー」と
考えられる。このことから、ブランド・独創性・デザインポリシーの3つには何らかの相関関係があり、独
創性とデザインポリシーの両方の評価が高いと、結果としてブランドイメージが高くなるものと推測するこ
とができる。このことは、例えば「無印良品／ユニクロ」は「一貫したデザインポリシー」の評価は高いが
「独創的なデザイン」は弱く、「ブランドイメージにデザインが貢献」は「ナイキ／アディダス／ディズ
ニー」ほど特化したものになっていないことからもうかがえる。
＊「ブランドイメージにデザインが貢献」を牽引するものとして、他に「代表するデザイン」の関連もある
ことが考えられる。このことは「ナイキ／アディダス／ディズニー」「アップル／コカ・コーラ」は「代表
するデザイン」の評価が高く、「ブランドイメージにデザインが貢献」も高い評価であることと、「代表す
るデザイン」に弱いグループは総じて「ブランドイメージにデザインが貢献」も弱い傾向にあることから類
推できる。

＊当リリースに掲載した内容は主な情報です。詳細なレポートは、日本産業デザイン振興会のウェブサイト
（http://www.jidpo.org）に近日公開する予定です。また過去の調査レポートも公開しています。

●調査概要について
　調査対象：gooリサーチ・消費者モニター
　調査方法：非公開型インターネットアンケート
　調査期間：2008年7月4日～7月8日
　有効回答者数：1,222名（調査は4回に分け各回約300名ずつの回答を得た）
　回答者の属性：10代男性1.15％、20代男性6.14％、30代男性14.65％、40代男性15.22％、50代以上の男性12.85％

　　       10代女性0.98％、20代女性12.11％、30代女性20.05％、40代女性12.27％、50代以上の女性4.58％

■本発表資料に関するお問合せ先

財団法人日本産業デザイン振興会　事業部
東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー 5F
Tel　03-6743-3777　
E-mail　info@jidpo.or.jp
URL　http://www.jidpo.org

■gooリサーチについて　http://research.goo.ne.jp/
ポータルサイト「goo」を運営するNTTレゾナントと、日本のリーディングシンクタンクである三菱総研の
調査企画力、コンサルティング力が融合した、高品質で付加価値の高いインターネットリサーチ・サービス
です。携帯電話でアンケートに答える「gooリサーチ・モバイル」モニター（9.7万人）、キーパーソンのビ
ジネスマンを中心とする「gooリサーチ・ビジネス」モニター（6.4万人）、団塊世代・シニア層、ならび
に若年層を中心とした郵送調査手法で回答する「郵送調査専属モニター」（3.5万人）を含め、253万人の
登録モニターを擁し、消費者向け調査から、法人向け調査、グループインタビューまで、様々な市場調査
ニーズに対応しています。(モニターの人数はいずれも2008年9月現在)


